
 

 

文部省唱歌 

 

♪ 卯の花の匂う垣根に ほととぎす 早も来鳴きて 忍び音もらす 夏は来ぬ ♪ 

 

佐々木信綱作詞・小山作之助作曲 文部省唱歌「夏は来ぬ」の 1題目です。 

 先日、木場潟公園の園内パトロールの車からこの曲が流れてきて、いろいろなことを思

いました。 

 

  ♪ 菜の花畑に 入日薄れ 見渡す山の端 霞深し ♪ 

 

 おぼろ月夜を小学校で歌った方も、どんどんいなくなっていくのかも知れません。この

ような文部省唱歌が小学校の教科書から次々と消えていっています。理由は「子どもの経

験のないことはわからない」ということだとか。文部省唱歌というと、ちょっと古めかし

い音楽と思われるかもしれませんが、どこをとっても美しい日本語の歌詞は、まさに「詩」

だと思います。洗練された美しい言葉、そして子どもが歌いやすい音律。文部省唱歌は、

学制改革後の日本の明治から昭和にかけて、唱歌というものがなかった日本の風土に、讃

美歌の音律をもとに編纂された楽曲の総称です。 

 子どもには、わかりやすいものだけを与えるべきでしょうか？算数の世界では、確かに

段階を踏んでいかなくてはいけませんから、当てはまることが多いと思います。しかし、

音楽や国語の世界では、すべてわからなくてもよいのだと思います。茶道や華道でも同じ

子ことが言えるかもしれません。漢文の素読、というのも古くからの日本の教育の中にあ

りましたが、一つ一つ意味を教えながら読み進むというものではなく、覚えこんで、身に

沁みつき、やがて意味がわかるということも多かったのではないでしょうか。 

 「ふるさと」という文部省唱歌がありますが、♪うさぎ追いし かの山♪を「うさぎ、

おいしいんか？」と思って歌っていた方も多いのではないでしょうか？それでもいいのだ

と思います。いろいろな経験、勉強を積み重ねていくうちに、いつかはわかる、というの

も人生には必要だと思います。親になって、初めて親の心がわかるのと同じように。 

 柔らかすぎる食べ物ばかり食べることは、子どもにとってよくないように、何もかもわ

かりすぎる歌や、簡単すぎる勉強や音楽も子どもにとってはつまらないものだと思います。

自分がわかっている以上のすごい世界がある！このような思いは、子どもを謙虚にし、子

どもに挑戦意欲を湧き立たせます。 

 保育園では、設定保育の時、「簡単すぎる設定では、子どもは人生をなめる 難しすぎる

設定は人生をなげる」と考え、今できることの少し上を

狙う設定をするように心がけています。 

                  

 それで、今年は、少し難しい歌詞の文部省唱歌にも挑

戦してみたいと思ったりするのです。  

 


